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☆適応疾患名：結腸直腸がん

薬剤 標準投与量 投与経路 1week 2week 3week 4week

ベバシズマブ (Bevacizumab) 5mg/kg　 点滴静注 day1 day15

70mg/m2 内服 day1～day5 day8～day12

休薬期間
ベバシズマブ（ベバシズマブ）：ベバシズマブＢＳ点滴静注100mg, 400mg
TAS-102（トルフルリジン，チピラシル）：ロンサーフ配合錠  T15，T20

1クール

投与スケジュール

  消化器内科16　TAS-102+ＢＶ

ロンサーフ配合錠（TAS-102）

        

※分２　朝夕食後で投与する
   day1,8の夕食後から内服開始

1.07ｍ2以上1.23ｍ
2
未満

1.53ｍ2以上1.69ｍ2未満 110mg

1.69ｍ2以上1.84ｍ2未満 120mg

1.84ｍ2以上1.99ｍ2未満

100ｍｇ

130mｇ

140mg

投与量（１日量）
70mｇ

1.23ｍ2以上1.38ｍ2未満
1.38ｍ2以上1.53ｍ2未満

1.99ｍ2以上2.15ｍ2未満
2.15ｍ2以上 150mg

80mｇ

90mg

体表面積
1.07ｍ２未満

ロンサーフ投与量（トリフルリジン相当量）

 

day1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

ベバシズマブ ●

ロンサーフ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

●
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ルートキープ用 生食 100mL 使用可

ルートキープ用　生理食塩液１００ｍL

90分 ベバシズマブ 5mg/kg
生理食塩液 100mL

5分
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※ ベバシズマブの投与時間は 

初回は必ず 90分、 

以後忍容性が良好であれば 

60分、30分と短縮できる。 

 

ベバシズマブと同じ速度で５分間 

生食を流す（残があっても良い） 


